
～ 埼玉県内の保険医療機関、保険薬局、訪問看護事業者の皆様へ ～ 

重度心身障害者医療費助成制度の対象を拡大します 

 

 

  精神障害者保健福祉手帳２級をお持ちの方 

   ※ 65歳になる前に精神障害者保健福祉手帳２級以上の交付を受けた方に限ります。 

 

 

  自立支援医療（精神通院）の自己負担金を助成します 

 

 

 

 

 

 

 

 

  令和８年１月診療分から 

   ※ 実施主体である市町村により異なります。 

 

 

  ■ 新たに助成対象となる精神２級の方には公費負担者番号「８４１１＊＊＊＊」 

   による県内現物給付を実施します。  ※ 実施状況は市町村により異なります。 

 

  ■ 本制度の既存の対象者の方（身体１～３級・療育Ⓐ～Ｂ・精神１級所持者、後期 

   高齢者医療制度の障害認定者）については助成内容の変更はありません。 

    公費負担者番号「８２１１＊＊＊＊」はこれまでどおりの運用となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        （お問い合わせ）埼玉県保健医療部国保医療課 福祉医療・後期高齢者医療担当 

                 TEL：048-830-3364  Mail：a3350-06@pref.saitama.lg.jp 

新たに助成対象となる方 

助成対象とする医療費 

対象拡大の時期 

その他 

－ 医療機関等における注意事項 － 

１ 自立支援医療と重度心身障害者医療の両方の受給者証を窓口で確認してください。 

２ 重度心身障害者医療費の現物給付により窓口での患者負担が無かった場合でも、  

   自立支援医療の自己負担上限額管理票の記入は必要です。 

３ 自立支援医療（法別番号 21）を併用していない重度心身障害者医療（法別番号 84） 

   のレセプト請求は返戻となります。 

公費負担者番号「84～」と「82～」 
で対象となる医療費が異なります。 

受給者証に記載されている番号を 
確認してください。 



 



◆ 自立支援医療と重度心身障害者医療費の両方の受給者証を持っている。

自立支援

医療

（21）

重度医療

（84）

  自立支援医療・重度医療の両方が利用できます

　・患者の自己負担はありません。

◆ 自立支援医療の受給者証は持っているが、重度心身障害者医療費の受給者証は持っていない。

自立支援

医療

（21）

重度医療

（84）

　　　　　自立支援医療のみ利用できます

　・患者は１割（月額上限あり）を自己負担します。

◆ 重度心身障害者医療費の受給者証は持っているが、自立支援医療の受給者証は持っていない。

自立支援

医療

（21）

重度医療

（84）

　　　　　どちらの制度も利用できません

　・患者は保険の自己負担割合に応じた額を自己負担します。

重度心身障害者医療費 受給者証の例　※形式は市町村により異なります。

受給者証について

保険証、自立支援医療受給者証と同一人

であるか確認してください。

有効期間内であるか確認してください。

※自立支援医療とは別制度であるため、

受給者証の有効期間が異なります。

貴機関が当該受給者の自立支援医療の

指定医療機関であるか確認してください。

市町村により現物給付の実施条件が設定

されている場合があります。



【例】保険負担割合：７割 、自立支援医療上限額：2,500円 、月２回通院＋調剤

医療費総額 医療保険
重度医療
【８４】

患者負担

７割 ２割 （上限額超分） １割(～上限)

↓ ↓ ↓ ↓

病院 15,000 円 10,500 円 3,000 円 0 円 1,500 円 0 円 

薬局 8,000 円 5,600 円 1,600 円 0 円 800 円 0 円 

病院 5,000 円 3,500 円 1,000 円 300 円 200 円 0 円 

薬局 4,000 円 2,800 円 800 円 400 円 0 円 0 円 

医療費総額 医療保険 重度医療 患者負担

20,000 円 14,000 円 1,700 円 0 円 

医療費総額 医療保険 重度医療 患者負担

12,000 円 8,400 円 800 円 0 円 

 ＜ 病院のレセプト記載例 ＞

レセプト請求事例

レセプト請求額

（ 病 院 ）

レセプト請求額

（ 薬 局 ）

自立支援医療
【２１】

4,300 円 

2,800 円 

自立支援医療

自立支援医療

重度医療は上限額の

2,500円まで負担。

上限額を超えた分は

自立支援医療の負担

となります。

(これまでと同じ取扱い)

１日目

２日目

公費①を自立支援医療、

公費②を重度医療とします。


